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OCTOBER

燃えるゴミ収集日

［家庭ゴミの出し方］を参考にしてゴミを出しましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TEL61－7555

新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

誕生石
112008　OCTOBER

日月火水木

5

12 11

大学・地域連携セミナー
「遺伝子からガンをみる」
人権相談

34 26
資源ゴミ（ペットボトル
等２品目）収集日

第51回新郷村文化祭
（～２日）

第11回五戸地方農産物
品評会　　　（～３日）

13
資源ゴミ（缶・新聞等
５品目）収集日

不用犬引取り
交通安全祈願祭

16171819

第350回子ども会親子早
起き掃除及び再利用資源
回収

新郷温泉館休館日
就学児健診

新郷温泉館休館日
ポリオ予防接種※2

交通安全ゲートボール大会

2021

14

78
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15
心の健康づくり教室※1

粗大ゴミ処理券受付開始
（～13日）

診療所特定健診
（～８日）

農業用免税軽油受付
（～13日）

診療所特定健診
（～29日）

勤労感謝の日振替休日行政相談

2324252627

資源ゴミ（ビン・ペット
ボトル等２品目）収集日

粗大ゴミ収集日
診療所特定健診

（～22日）

28

22

29

30

9

文化の日

燃えないゴミ収集日どよう塾
「パントマイムショー」

10

金土

しもつき
November

※１　13：45～16：00　総合福祉センター
※２　13：00～13：30受付　13：30～接種　診療所この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています



２３　広報しんごう　H20・10

▲ ５月７日　戸来地区町村合併懇談会　美郷館

▲ ６月１２日　五戸町長に合併協議の申入れ 写真提供：東奥日報社

【合併申し入れ公文書】
    　新総企第　 24　号　
    　平成20年６月12日　

　五戸町長　三　浦　正　名　様
    新郷村長　須　藤　良　美

合併協議の申し入れについて

　向夏の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　さて、貴町と当村の合併につきましては、平成18年８月に
当村から合併協議の申し入れをいたしましたが、その際は、
合併の協議の場の設置については、その機運の醸成次第とした
いとの回答があったところであり、これを真摯に受け止めたと
ころであります。
　当村としては、合併協議が見送りとなった経緯等を踏まえ、
その後、合併について村議会とも議論を重ねてまいりました。
そして、村も議会も、歴史的、文化的なつながりの強い五戸川
流域の地域として、貴町と一体で地域の特性をいかした地域づ
くりに取り組んでいきたいとの結論に至ったところであります。
　また、先月、村と議会が一諸となって、市町村合併懇談会を
４地区で開催し、住民の意見を聴取した結果においても、住民
は貴町との合併を望んでいるものと認識しました。
　そこで、当村としては、これまでの経緯と、現在、新町の
まちづくりに鋭意取り組んでおられる貴町の現状に鑑み、下記
のとおり、申し入れに当たっての基本的考え方を整理した上で、
改めて合併協議の場を設置していただきますよう申し入れる
ものであります。
　地方財政を取り巻く厳しい環境下にあって、合併したからと
いっても、地域の将来展望が容易に開かれるものではないと
認識しておりますが、貴町と当村それぞれの地域資源を有機的
に結びつけた地域振興こそが大事であると考えておりますので、
この趣旨をご理解いただき、何卒よろしくお取り計らいくださる
ようお願い申し上げます。

記

１　合併の方式は貴町への編入合併とする。
２　議員の取扱いについては、在任特例はなしで、定数

特例を適用していただきたい。
３　合併の期日は合併新法の期限である平成２２年３月

末までの適切な時期を目指す。

　少子高齢化の加速、国保、介護、老人等社会補償負担の増大、農林業生産活動の低下、交付税、村税の伸
び悩み、加えて長びく不況等により小規模自治体を取り巻く行財政運営は、日増しに厳しさを感じてまいり
ました。
　この厳しさは、当村に限られた問題ではなく大部分の全国各自治体が今抱えている悩みです。
　この厳しい状況を乗り越え、地域の方々が、教育、福祉あらゆる面に於いて将来に向け夢と希望を持てる
地域づくりを進めていくためには、小規模自治体にはおのずと限界があり、町村合併は必要不可欠な課題で
あると思っております。
　このため、村長就任以来合併の必要性をもって議会とも何回となく協議を重ね、そして五戸町との融和を
図るために、その環境づくりにも努めてまいりました。
　もちろん、合併を実現したからといって、明日からバラ色の明るい生活が出来るのかと言われても自信の
ある回答は私自身出来ませんが、少なくとも現在のままでの姿よりは明るい希望の持てる地域づくりが開け
てくるものと信じています。
　また、合併は行政と議会だけでは出来るものでもありません。何よりも住民の御理解と御協力が大事なこ
とは、十分知っております。
　しかし、懇談会に参加する住民も少なく合併の
良さを語らず、合併により診療所・学校がなくな
り、除雪が今より悪くなるなど、合併して良い事
はないということが陰で平然と語り継がれてい
ることも、また、残念なことだと思っています。
　確かに、懇談会に於いて賛成・反対のご意見は
あります。ご意見は貴重なものとして受留めてお
りますが、これからの新郷村をつくるためには、
村独自で歩むにしても限界があり、必要な事業も
やれない、働く場所も少なくなり、また、農家支
援もやれない、限られた予算内で細々と生活する
状況を考える時に、改めて合併の必要性が感じら
れます。
　それでは、今日まで合併に取り組んでまいりま
した経過についてお知らせします。

町村合併のこれまでの経過
平成20年４月21日　新郷村議会全員協議会の開催
（市町村合併の手続きの概要及び事前協議について）
平成20年５月７日　町村合併懇談会　（戸来地区）
平成20年５月８日　　　〃　　　　　（西越地区）
平成20年５月９日　　　〃　　　　　（小坂地区）
平成20年５月10日　　　〃　　　　　（川代地区）
 　　　　　　　　   各地区の懇談会の内容は、１）財政状況について、２）町村合併について、３）その他
平成20年５月15日　新郷村議会全員協議会の開催（定数14名現員議員数13名）
 　　　　　　　　   五戸町との合併をめぐる住民懇談会での意見を踏まえ、今後、五戸町に合併協議会の設置
　　　　　　　　　を求めることについて賛成多数で了解した。
平成20年５月27日　新郷村議会全員協議会の開催（定数14名現員議員数13名）
 　　　　　　　　   （町村合併懇談会質疑応答報告）

平成20年６月４日　新郷村議会全員協議会の開催（定数
14名現員議員数13名）

　　　　　　　　  （町村合併について）
平成20年６月９日　新郷村議会全員協議会の開催（定数

14名現員議員数13名）
 　　　　　　　　 （町村合併について）
平成20年６月12日　五戸町への合併協議の申し入れ
平成20年７月13日　新郷村議会議員一般選挙が行われ、

これまでは定数14人が今回の選挙
から６人減の定数８人となりまし
た。

平成20年８月10日　新郷村議会全員協議会の開催（新議
員数８名）

（財政状況、住民懇談会の内容及び合併のこれまでの経緯等を新議会議員に説明）
平成20年８月29日　新郷村議会全員協議会の開催（議員数８名）

（町村合併について）
　内　容

　町村合併について、村議会改選前は13人中、11人が新法期限内の平成22年３月末日
までの合併に賛同したため、平成20年６月12日に五戸町長へ、村長、横田議長、東副
議長が出席し合併協議の申し入れをいたしました。
 　しかし、平成20年８月29日の議会全員協議会では、五戸町の町村合併協議を望む
議員が賛成少数で、議会としての意見集約に至りませんでした。

平成20年９月２日　平成20年８月29日に開催した新郷村議会全員協議会の内容を新郷村長から五戸町長に口
頭で報告する。

平成20年９月９日　その報告を受けて、五戸町長より平成20年６月12日の新郷村長からの町村合併協議の申
し入れについては、７月改選後の新郷村議会議員の考え方等を総合的に考慮して、五戸
町で協議しない旨の回答がありました。

　以上が、今日までの経過内容であります。

　今後の対応については、現段階での五戸町との町村合
併は、かなり厳しい状況ではありますが、新郷村がかつ
てない厳しい財政状況におかれていることと、近年の新
郷村における年間の出生者数が10人程度であること等将
来の新郷村の地域全体を考える時、避けて通れない問題
であります。
　以上のことから、今後も市町村合併の必要性を再認識
し、住民の代表である村議会議員との協議を重ねながら、
努力してまいる所存でありますので、村民の御理解と御
協力をよろしくお願い申し上げ、現在までの内容報告と
させて頂きます。

村長　須　藤　良　美

五戸町との合併協議五戸町との合併協議五戸町との合併協議 新郷村議会消極的意見多数で統一出来ず
五戸町　合併協議申し入れに応じない
新郷村議会消極的意見多数で統一出来ず
五戸町　合併協議申し入れに応じない
新郷村議会消極的意見多数で統一出来ず
五戸町　合併協議申し入れに応じない
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▲ ６月１２日　五戸町長に合併協議の申入れ 写真提供：東奥日報社
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３　合併の期日は合併新法の期限である平成２２年３月

末までの適切な時期を目指す。

　少子高齢化の加速、国保、介護、老人等社会補償負担の増大、農林業生産活動の低下、交付税、村税の伸
び悩み、加えて長びく不況等により小規模自治体を取り巻く行財政運営は、日増しに厳しさを感じてまいり
ました。
　この厳しさは、当村に限られた問題ではなく大部分の全国各自治体が今抱えている悩みです。
　この厳しい状況を乗り越え、地域の方々が、教育、福祉あらゆる面に於いて将来に向け夢と希望を持てる
地域づくりを進めていくためには、小規模自治体にはおのずと限界があり、町村合併は必要不可欠な課題で
あると思っております。
　このため、村長就任以来合併の必要性をもって議会とも何回となく協議を重ね、そして五戸町との融和を
図るために、その環境づくりにも努めてまいりました。
　もちろん、合併を実現したからといって、明日からバラ色の明るい生活が出来るのかと言われても自信の
ある回答は私自身出来ませんが、少なくとも現在のままでの姿よりは明るい希望の持てる地域づくりが開け
てくるものと信じています。
　また、合併は行政と議会だけでは出来るものでもありません。何よりも住民の御理解と御協力が大事なこ
とは、十分知っております。
　しかし、懇談会に参加する住民も少なく合併の
良さを語らず、合併により診療所・学校がなくな
り、除雪が今より悪くなるなど、合併して良い事
はないということが陰で平然と語り継がれてい
ることも、また、残念なことだと思っています。
　確かに、懇談会に於いて賛成・反対のご意見は
あります。ご意見は貴重なものとして受留めてお
りますが、これからの新郷村をつくるためには、
村独自で歩むにしても限界があり、必要な事業も
やれない、働く場所も少なくなり、また、農家支
援もやれない、限られた予算内で細々と生活する
状況を考える時に、改めて合併の必要性が感じら
れます。
　それでは、今日まで合併に取り組んでまいりま
した経過についてお知らせします。

町村合併のこれまでの経過
平成20年４月21日　新郷村議会全員協議会の開催
（市町村合併の手続きの概要及び事前協議について）
平成20年５月７日　町村合併懇談会　（戸来地区）
平成20年５月８日　　　〃　　　　　（西越地区）
平成20年５月９日　　　〃　　　　　（小坂地区）
平成20年５月10日　　　〃　　　　　（川代地区）
 　　　　　　　　   各地区の懇談会の内容は、１）財政状況について、２）町村合併について、３）その他
平成20年５月15日　新郷村議会全員協議会の開催（定数14名現員議員数13名）
 　　　　　　　　   五戸町との合併をめぐる住民懇談会での意見を踏まえ、今後、五戸町に合併協議会の設置
　　　　　　　　　を求めることについて賛成多数で了解した。
平成20年５月27日　新郷村議会全員協議会の開催（定数14名現員議員数13名）
 　　　　　　　　   （町村合併懇談会質疑応答報告）

平成20年６月４日　新郷村議会全員協議会の開催（定数
14名現員議員数13名）

　　　　　　　　  （町村合併について）
平成20年６月９日　新郷村議会全員協議会の開催（定数

14名現員議員数13名）
 　　　　　　　　 （町村合併について）
平成20年６月12日　五戸町への合併協議の申し入れ
平成20年７月13日　新郷村議会議員一般選挙が行われ、

これまでは定数14人が今回の選挙
から６人減の定数８人となりまし
た。

平成20年８月10日　新郷村議会全員協議会の開催（新議
員数８名）

（財政状況、住民懇談会の内容及び合併のこれまでの経緯等を新議会議員に説明）
平成20年８月29日　新郷村議会全員協議会の開催（議員数８名）

（町村合併について）
　内　容

　町村合併について、村議会改選前は13人中、11人が新法期限内の平成22年３月末日
までの合併に賛同したため、平成20年６月12日に五戸町長へ、村長、横田議長、東副
議長が出席し合併協議の申し入れをいたしました。
 　しかし、平成20年８月29日の議会全員協議会では、五戸町の町村合併協議を望む
議員が賛成少数で、議会としての意見集約に至りませんでした。

平成20年９月２日　平成20年８月29日に開催した新郷村議会全員協議会の内容を新郷村長から五戸町長に口
頭で報告する。

平成20年９月９日　その報告を受けて、五戸町長より平成20年６月12日の新郷村長からの町村合併協議の申
し入れについては、７月改選後の新郷村議会議員の考え方等を総合的に考慮して、五戸
町で協議しない旨の回答がありました。

　以上が、今日までの経過内容であります。

　今後の対応については、現段階での五戸町との町村合
併は、かなり厳しい状況ではありますが、新郷村がかつ
てない厳しい財政状況におかれていることと、近年の新
郷村における年間の出生者数が10人程度であること等将
来の新郷村の地域全体を考える時、避けて通れない問題
であります。
　以上のことから、今後も市町村合併の必要性を再認識
し、住民の代表である村議会議員との協議を重ねながら、
努力してまいる所存でありますので、村民の御理解と御
協力をよろしくお願い申し上げ、現在までの内容報告と
させて頂きます。

村長　須　藤　良　美

五戸町との合併協議五戸町との合併協議五戸町との合併協議 新郷村議会消極的意見多数で統一出来ず
五戸町　合併協議申し入れに応じない
新郷村議会消極的意見多数で統一出来ず
五戸町　合併協議申し入れに応じない
新郷村議会消極的意見多数で統一出来ず
五戸町　合併協議申し入れに応じない
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自然の恵みに感謝！　地場産品販売も大盛況！

第22回  新郷ふるさとまつり第22回  新郷ふるさとまつり第22回  新郷ふるさとまつり第22回  新郷ふるさとまつり
　
「
第
22
回
新
郷
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

が
10
月
12
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
で
開
か
れ
、
さ
わ
や
か
な
秋

晴
れ
の
下
、
大
勢
の
家
族
連
れ
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
郷
土
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
催
さ
れ
、
本
村

を
は
じ
め
、
十
和
田
市
や
お
い
ら
せ

町
の
郷
土
芸
能
団
体
が
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
や
鶏
舞
な
ど
を
披
露
し
、

会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
、

ネ
ギ
、
キ
ノ
コ
な
ど
の
野
菜
や
漬
け

物
な
ど
の
加
工
食
品
が
好
調
な
売
れ

行
き
で
、
開
店
早
々
売
切
れ
に
な
る

商
品
も
あ
る
ほ
ど
で
し
た
。
キ
ノ
コ

汁
コ
ー
ナ
ー
で
は
大
鍋
か
ら
食
欲
を

そ
そ
る
匂
い
に
誘
わ
れ
て
お
昼

前
か
ら
長
蛇
の
列
。
買
い
求
め

た
行
楽
客
は
た
っ
ぷ
り
の
秋
の

味
覚
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
川
で
行
わ
れ
た
「
魚

の
つ
か
み
ど
り
大
会
」
で
は
、幼

児
か
ら
中
学
生
74
名
が
参
加
。

家
族
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

水
に
濡
れ
る
の
も
い
と
わ
ず
に

逃
げ
回
る
イ
ワ
ナ
と
ニ
ジ
マ
ス

を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
牧
場
で
は
、
乳
搾

り
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
ワ
イ
ル
ド

ベ
ー
コ
ン
実
演
販
売
が
大
好
評
。

観
光
客
は
秋
の
自
然
を
存
分
に

満
喫
し
た
１
日
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
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村
税
務
グ
ル
ー
プ
で
は
、
税
収

入
の
安
定
的
な
確
保
を
図
る
た
め
、

県
税
務
課
と
村
職
員
が
互
い
の
身

分
を
併
任
し
、
協
力
し
て
徴
税
に

あ
た
る
新
設
の
「
徴
収
支
援
チ
ー

ム
」
の
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

活
動
は
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　
本
村
に
は
週
１
回
程
度
、
木
村

由
貴
子
氏
（
写
真
右
・
三
八
地
域

県
民
局
）
が
訪
れ
、
滞
納
整
理
事

務
を
行
い
な
が
ら
県
税
務
職
員
の

実
践
・
経
験
に
基
づ
い
た
手
法
等

を
村
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

活
力
あ
る
農
村
社
会
を
め
ざ
し
て

第
29
回 

三
八
地
区
農
業
委
員
大
会

 

水
稲
検
見
を
実
施

 

水
稲
検
見
を
実
施

農
業
委
員
会

　
９
月
27
日
、
美
郷
館
に
お
い
て

三
八
地
区
農
業
委
員
大
会
が
開
催

さ
れ
、
農
業
委
員
１
２
５
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
須
藤
村
長
が
「
農
業

を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
な
か
、

委
員
の
方
々
が
意
見
交
換
等
、
勉

強
に
励
む
こ
と
は
誠
に
意
義
深
い
」

と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
農
家
の
地
位
向
上
に
貢

献
し
た
功
績
を
た
た
え
本
村
の
永

野
信
一
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
７

名
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
選
出
代
議
士
ら
の
祝
辞
の
後
、

本
村
の
村
岡
和
俊
会
長
が
前
回
大

会
の
決
議
事
項
を
て
い
ね
い
に
経

過
報
告
。
議
事
で
は
議
案
２
件
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
大
会
宣
言
を

原
案
通
り
可
決
、
参
加
者
全
員
で

「
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
」
を
力
強
く

発
声
し
、
大
会
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　
大
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
研

修
会
で
は
、
農
地
政
策
の
展
開
方

向
に
つ
い
て
研
修
。
制
度
の
仕
組

み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
新
郷
村
農
業
委
員
会
（
村
岡
和

俊
会
長
）
で
は
、
去
る
９
月
12
日

に
村
内
全
域
の
水
田
を
巡
回
し
、

水
稲
の
作
柄
状
況
を
検
見
し
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、
農
業
委
員
９
名
の

ほ
か
村
産
業
グ
ル
ー
プ
と
村
有
機

の
里
づ
く
り
実
践
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
が
参
加
。
三
八
県
民
局
普
及

指
導
室
の
指
導
の
も
と
村
内
７
箇

所
の
水
田
を
検
見
す
る
と
と
も
に

有
機
の
里
づ
く
り
実
践
研
究
会
の

堆
肥
実
証
ほ
場
で
あ
る
、
長
根
孝

衛
さ
ん
の
大
根
ほ
場
や
長
根
哲
美

さ
ん
、
小
笠
原
敏
彦
さ
ん
、
川
代

惠
則
さ
ん
の
水
稲
ほ
場
、
そ
し
て

h
榮
吉
さ
ん
の
長
い
も
ほ
場
を
そ

れ
ぞ
れ
検
見
し
、
有
機
資
源
セ
ン

タ
ー
新
郷
の
堆
肥
を
用
い
た
化
学

肥
料
低
減
技
術
の
実
証
に
つ
い
て

普
及
指
導
室
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
検
見
後
の
検
討
会
で
は
水
稲
の

適
期
刈
り
取
り
と
適
正
な
乾
燥
調

整
を
指
導
事
項
と
し
、
有
機
の
里

づ
く
り
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
証

試
験
結
果
を
踏
ま
え
、
農
協
と
普

及
指
導
室
の
支
援
を
受
け
て
堆
肥

を
活
用
し
た
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
、
村
農
家
へ
の
普
及
拡
大

を
推
進
し
、
良
質
農
産
物
の
生
産

と
収
量
の
増
加
に
よ
る
農
家
所
得

の
向
上
を
図
る
こ
と
等
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

徴
収
支
援
チ
ー
ム
が

活
動
開
始

徴
収
支
援
チ
ー
ム
が

活
動
開
始

徴
収
支
援
チ
ー
ム
が

活
動
開
始

徴
収
支
援
チ
ー
ム
が

活
動
開
始
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９
月
17
日
、
戸
来
岳
山
ろ
く
で

県
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協
議
会
五

戸
支
部
主
催
に
よ
る
山
岳
遭
難
救

助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
警
察
署
、
消
防
署
員
・

団
員
、
防
犯
協
会
員
、
猟
友
会
員

ら
が
参
加
し
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
キ
ノ
コ
採
り
に
出
か
け

た
55
歳
の
男
性
が
前
日
の
集
合
時

刻
に
な
っ
て
も
戻
っ
て
こ
な
い
と

同
行
者
か
ら
の
通
報
が
あ
っ
た
と

い
う
想
定
の
も
と
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
訓
練
部
隊
は
本
部
長
を
五
戸
警

察
署
長
と
し
、
現
地
指
揮
本
部
を

平
子
沢
駐
車
場
に
設
営
。
66
名
が

６
班
に
分
か
れ
て
捜
索
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
二
重
遭
難
と
受
傷
事

故
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、

遭
難
者
の
名
前
を
大
声
で
呼
ぶ
な

ど
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
に
真
剣

な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
開
始
40
分
後
、
戸
来
岳
南
側
妙

返
川
付
近
で
遭
難
者
を
発
見
。
遭

難
者
が
歩
行
困
難
の
場
合
に
備
え

て
、
作
業
服
と
警
じ
ょ
う
を
使
っ

た
即
席
の
担
架
を
作
成
、
運
搬
す

る
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

健
や
か
な
生
命
と
心
を
育
み
、
豊

か
な
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
、
「
一
般
健
康
相
談
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
厚
生
グ
ル
ー
プ
保

健
師
が
、
新
郷
温
泉
館
、
集
会

所
等
を
訪
問
し
、
主
に
高
齢
者

を
対
象
に
疾
病
の
発
病
を
予
防
す

る
一
次
予
防
に
重
点
を
置
い
た
相

談
、
保
健
指
導
を
行
う
も
の
。
平

成
19
年
度
は
69
回
開
催
し
、
述
べ

９
２
１
人
が
こ
の
相
談
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

　
10
月
16
日
に
は
今
年
度
20

回
目
の
健
康
相
談
が
温
泉
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー

の
一
角
に
相
談
所
を
開
設
。

こ
の
日
は
31
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
相
談
は
血
圧
異
常
、
ヒ
ザ

の
痛
み
か
ら
普
段
の
食
生
活

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
。
２

人
の
保
健
師
は
血
圧
測
定
の

後
に
笑
顔
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
し
た
。

　
厚
生
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
事
業
を
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

訓
練
に
66
名
が
参
加

山
岳
遭
難
救
助
訓
練

健
康
づ
く
り
運
動
を
推
進

　
　
　
　
　
　
〜
一
般
健
康
相
談
〜
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10
月
８
日
、
美
郷
館
に
お
い
て

「
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
」
が
開

催
さ
れ
、
村
内
の
お
年
寄
り
た
ち

が
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
ま
し

た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
電
動
カ
ー

ト
の
安
全
な
乗
り
方
」。

　
最
初
に
主
催
者
の
村
交
通
安
全

対
策
協
議
会
会
長
の
須
藤
村
長
が

「
電
動
カ
ー
ト
は
村
内
で
も
徐
々

に
増
え
て
い
る
状
況
。
今
日
の
講

習
が
、
み
な
さ
ん
の
交
通
事
故
防

止
に
役
立
つ
こ
と
を
願
う
」
と
あ

い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
車
体
の
構
造
や
基
本

的
な
操
作
方
法
、
乗
車
前
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
ビ
デ
オ
で

学
習
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
美
郷
館
駐
車
場
に
臨

時
設
営
さ
れ
た
コ
ー
ス
で
体
験
学

習
。
一
周
約
１
１
０
メ
ー
ト
ル
の

コ
ー
ス
に
は
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
連
続

ク
ラ
ン
ク
や
車
庫
入
れ
の
チ

ェ
ッ
ク
箇
所
が
設
定
し
て
あ

り
ま
す
。

　
初
め
て
運
転
す
る
お
年
寄

も
中
里
新
郷
駐
在
所
長
や
福

祉
車
両
安
全
運
転
指
導
員
の

ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、
し
っ

か
り
し
た
操
作
で
コ
ー
ス
を

ク
リ
ア
し
て
い
ま
し
た
。

　
全
員
が
体
験
乗
車
し
た
後

は
、
五
戸
警
察
署
田
邊
良
裕

交
通
課
長
に
よ
る
交
通
安
全

講
話
。
昨
今
の
高
齢
者
に
関

連
す
る
交
通
事
情
に
つ
い
て
、

や
さ
し
く
て
い
ね
い
に
解
説

し
、
講
習
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　
10
月
４
日
（
土
）、
美
郷
館
を

会
場
に
岩
手
大
学
吹
奏
学
部
の
演

奏
に
よ
る
ど
よ
う
塾
「
音
楽
鑑
賞

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
５
年
目
と
な
る
音
楽
鑑

賞
会
。
今
回
も
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
曲
が
披
露
さ
れ
、
観
客
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
60
人
近
い
メ
ン
バ
ー
が
演
奏
す

る
だ
け
あ
っ
て
、
会
場
は
迫
力
満

点
。
吹
奏
楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
曲
や

70
年
代
の
レ
コ
ー
ド
大
賞
を

と
っ
た
曲
の
メ
ド
レ
ー
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
な
ど

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し

め
る
内
容
で
し
た
。

　
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
る

各
楽
器
の
紹
介
や
大
学
生
と

の
話
も
は
ず
む
楽
器
の
体
験

な
ど
和
気
藹
々
な
雰
囲
気
に
。

観
客
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
大

学
生
も
満
足
し
た
よ
う
で
し

た
。

　
音
楽
鑑
賞
会
終
了
後
に
は
、

大
学
生
が
玄
関
で
見
送
っ
て

く
れ
、
観
客
と
握
手
を
し
た

り
話
を
し
た
り
と
感
動
を
分

か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
走
行

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
走
行

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
走
行

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

どよう塾
どよう塾

芸
術
の
秋

生
演
奏
に
う
っ
と
り

音
楽
鑑
賞
会

音
楽
鑑
賞
会

音
楽
鑑
賞
会



８

－  新 委 員 ２ 名 を 加 え て 組 織 －
　９月26日に開催された選挙管理委員会において、委員長に田島英氏が再任され、同日付け
で就任しました。委員会の構成は次の通りです。丸数字は就任回数。

委　　員　　長　　田嶋　　英　　７６歳　　戸来字小坂　　　　④
委員長職務代理者　　佐藤　忠志　　６８歳　　西越字寺久保　　　④
委　　　　　員　　田島　　孝　　６５歳　　戸来字金ヶ沢尻　　①
委　　　　　員　　坂下　鉄雄　　６１歳　　戸来字林ノ下　　　①

　任期は４年で平成24年９月25日までです。

　
９
月
16
日
、
三
八
地
域
県
民
局

地
域
健
康
福
祉
部
保
健
総
室
長
宮

川
隆
美
氏
（
八
戸
保
健
所
所
長
）

が
、
須
藤
村
長
の
も
と
を
訪
れ
、
自

殺
予
防
対
策
推
進
の
「
知
事
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　
青
森
県
の
自
殺
死
亡
率
は
平
成

19
年
に
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
と

悪
化
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
対
策
と

し
て
県
で
は
「
心
の
健
康
づ
く
り

ト
レ
ー
ナ
ー
」
育
成
事
業
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
活
動
を
展
開
し

て
お
り
、
今
回
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝

達
も
そ
の
一
環
。

　
須
藤
村
長
は
「
非
常
に
憂
慮
す

べ
き
事
態
。
関
係
機
関
と
連
携
を

密
に
し
、
自
殺
防
止
に
取
り
組
み

た
い
」
と
活
動
へ
の
協
力
を
約
束

し
ま
し
た
。

　
９
月
23
日
、
体
育
協
会
主
催
の

第
43
回
村
民
体
育
大
会
が
行
わ
れ
、

全
８
種
目
の
競
技
に
２
９
４
人
が

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
総
合
成
績
で
は
戸
来
地
区
が
優

勝
。
４
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
新
た
に
追
加
さ
れ
た

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
」

は
、
戸
来
保
育
園
の
園
庭
で
行
わ

れ
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
37

人
が
参
加
。
遊
具
の
あ
る
園
庭
内

に
作
ら
れ
た
コ
ー
ス
の
た
め
か
、

競
技
に
慣
れ
て
い
る
選
手
も
苦
戦

を
強
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
各
競
技
の
優
勝
は
次
の
と
お
り

で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
　
　
　
戸
　
来

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
　
　
西
　
越

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
　
　
西
　
越

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
　
　
　
戸
　
来

卓
　
　
球
　
　
　
　
西
　
越

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
　
川
　
代

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
　
戸
　
来

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
　
小
　
坂

総
合
成
績

優
　
勝
　
　

戸
　
来
　
　

57
点

準
優
勝
　
　

西
　
越
　
　

55
点

第
３
位
　
　

小
　
坂
　
　

47
点

第
４
位
　
　

川
　
代
　
　

41
点

戸
来
地
区
が
４
連
覇

新
種
目
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
小
坂
に
栄
冠

戸
来
地
区
が
４
連
覇

新
種
目
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
小
坂
に
栄
冠

大
切
な
人
を
自
殺
で

　
　
失
わ
な
い
た
め
に
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新
郷
俳
句
会

ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
お
は
ぎ
や
秋
彼
岸�

福　

士　

香
芽
子

朝
夕
に
一
枚
足
し
て
秋
彼
岸�

高　

根　

リ　

サ

ひ
ら
ひ
ら
と
静
か
な
墓
地
に
秋
の
蝶�

鹿　

島　

と　

わ

人
の
世
を
円
く
生
き
た
し
秋
日
和�

村　

上　

て　

る

わ
が
袖
に
な
ぐ
さ
め
く
れ
し
赤
と
ん
ぼ�

長　

峯　

ユ　

リ

お
だ
や
か
な
暮
ら
し
続
い
て
秋
彼
岸�

戸　

来　

れ
い
子

文
机
に
母
の
文
字
あ
り
秋
彼
岸�

小　

坂　

良　

子

時
惜
し
み
畑
に
出
て
い
る
秋
の
暮�

鹿　

島　

恵
美
子

ひ
ら
ひ
ら
と
秋
蝶
舞
っ
て
雨
上
が
る

福　

山　

康　

子

香
焚
い
て
想
念
秋
に
放
ち
け
り

金　

沢　
　
　

凡

ひ

が
ん

た

ち
ょ
う

ふ

づ
く
え

ま
る

び  

よ
り

も　

じ

ま

お

は
た

そ
う
ね
ん

は
な

こ
う 

た

　
平
成
20
年
１
月
か
ら
平
成
20
年
12
月
ま
で
の

間
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
「
社
会
保
険

控
除
」
と
し
て
全
額
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。

　
申
告
で
き
る
の
は
、
平
成
20
年
中
に
毎
月
納

め
た
保
険
料
の
ほ
か
に
、
過
去
の
期
間
分
で
、

未
納
や
免
除
を
受
け
た
分
を
平
成
20
年
中
に
納

め
た
保
険
料
額
に
な
り
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料

を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

保
険
料
の
支
払
い
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

必
要
で
す
。
そ
の
際
は
、
社
会
保
険
庁
よ
り
11

月
初
旬
（
予
定
）
に
発
行
さ
れ
る
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
や
領

収
書
な
ど
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
10

月
以
降
に
本
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
翌
年
２
月
初
旬
に
証
明
書
が
送

付
さ
れ
る
予
定
で
す
）。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
は
必

ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
て
い
る
方
だ
け
が
任
意
で
加
入
で
き
る
公
的

な
年
金
制
度
で
す
。
必
ず
訪
れ
る
老
後
に
備
え
、

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
年
金
を
増
や
し

ま
せ
ん
か
。

◆
国
民
年
金
基
金
の
メ
リ
ッ
ト

○
終
身
年
金
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
加
入
時

に
将
来
の
年
金
額
が
わ
か
り
ま
す
の
で
、
ご

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
口
数

を
選
択
で
き
、
無
理
な
く
着
実
に
老
後
の
備

え
が
で
き
ま
す
。

○
加
入
時
の
掛
金
は
将
来
も
一
定
で
、
加
入
期

間
が
短
く
て
も
生
涯
年
金
を
お
受
け
取
り
に

な
れ
ま
す
。

○
掛
金
が
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
は
、
途
中

で
口
数
を
減
ら
し
た
り
、
掛
金
を
一
時
停
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
万
が
一
の
時
は
、
ご
遺
族
に
遺
族
一
時
金
が

出
ま
す
。

○
掛
金
は
、
全
額
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対

象
と
な
り
、
所
得
税
や
住
民
税
が
軽
減
さ
れ

ま
す
の
で
、
大
変
お
得
で
す
。
ま
た
、
お
受

け
取
り
に
な
る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
加
入
で
き
る
方

①
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
で
、
保
険
料
を

納
め
て
い
る
方

②
青
森
県
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

③
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
方

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は

　
青
森
県
国
民
年
金
基
金

　
〒
０
３
０
―

０
８
０
２
　
青
森
市
本
町
１
―

４
―

17

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
井
生
命
青
森
ビ
ル
２
Ｆ

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
１
２
０
―

65
―

４
１
９
２

　http://w
w

w
.aom

orikikin.or.jp

年　　金　　だ　　よ　　り

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」

　
　
　
　
　
　
が
送
付
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

　
　
年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？
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２４億７,０９１万６千円
平成 19年度 一般会計決算額

２４億７,０９１万６千円

国民健康
保　　険

国民健康
保険診療所

簡易水道

老人保健

特定環境
保全公共
下 水 道

公共用地
先行取得
事　　業

農業集落
排水事業

介護保険

平成19年度　特別会計　決算

平成19年度決算額　24億7,091万６千円

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

公　債　費

そ　の　他

３億3,573万６千円

４億6,188万６千円

１億9,896万７千円

２億7,559万３千円

１億7,087万７千円

１億3,423万６千円

１億8,742万８千円

１億9,338万２千円

５億8,380万８千円

１億1,900万３千円

歳 出

総 務 費 ３億3,573万６千円

消 防 費
8,742万８千円

土 木 費
１億3,423万６千円

商 工 費
１億7,087万７千円

衛 生 費
１億896万７千円

●老人保健対策費

（癌検診委託料　他）
1,141万２千円

●環境衛生費
2,304万８千円

●老人医療対策費

（老人保健特別会計へ繰出し他）
4,422万３千円

●簡易水道及び飲料水総務費
（簡易水道特別会計へ繰出し他）

1,153万９千円

13.6％

18.7％

4.4％

11.2％

6.9％

5.4％

3.6％

23.6％

4.8％

●企画振興費 6,512万８千円
（路線バス運行業務委託及びバス路線維持費補助、八戸地域広域負担金、頑張る地方応援推進費他）

●選挙費
（県議会議員一般選挙費、県知事選挙費、参議院議員選挙費他）

●財産管理費 2,443万４千円
●文書広報費 368万４千円
●徴税費 4,892万６千円
●戸籍住民登録費 1,124万円

1,838万１千円

●観光総務費
3,518万円

●商工総務費
9,017万円

●温泉事業管理運営費
4,333万１千円

（間木ノ平グリ－ンパ－ク
管理委託料、地域商工業
振興事業補助　他）

●特定環境保全公共下水道
　特別会計へ

6,260万円
●除雪対策費（村道及び公共施設除雪）   

1,354万２千円
●車輌維持費 1,141万２千円

●急傾斜地崩壊対策負担金
（金ヶ沢地区）   

400万円
●住宅管理費1,764万４千円

●非常備消防費
2,181万円

●八戸地域広域市町村圏
　事務組合負担金

6,200万６千円

7.8％

一
般
会
計

平成19年度決算額　25億4,503万４千円 歳 入

地方交付税 15億5,971万円

国・県支出金 ２億3,578万６千円

村　　　税 １億8,281万９千円

村　　　債 １億1,540万円

そ　の　他 ４億5,131万９千円

民 生 費 ４億6,188万６千円

農林水産業費 ２億7,559万３千円

教 育 費
１億9,338万２千円

公 債 費
５億8,380万８千円

そ の 他
１億1,900万３千円

●議会費
6,446万９千円

●災害復旧費
5,453万４千円

61.3％

9.3％

7.2％

4.5％

17.7％

●社会福祉総務費 １億2,948万８千円
（三戸郡福祉事務組合負担金、介護保険会計へ繰出し、村社会福祉協議会補助　他）

●老人福祉費 1,331万８千円
（養護老人ﾎｰﾑ措置費、ほのぼのコミュニティ21推進事業委託他）

●障害者福祉費 4,621万９千円
（自立支援給付費、重度心身障害者医療費給付　他）

●住民福祉費 １億1,724万９千円
（国保会計、診療所会計へ繰出し　他）

（保育所運営費、児童手当給付他、学童保育費　他）
●児童福祉費 １億2,347万２千円

●農業奨励費 690万６千円
947万４千円

●五戸台地管理事業費 5,045万８千円
●中山間直接支払事業費

●農業振興対策費（堆肥供給センター堆肥舎建築工事他）

4,935万２千円
●畜産事業費・放牧事業費 2,759万８千円
●有機資源センター新郷管理運営費 2,631万７千円

（有機資源活用促進事業補助、良質米生産対策補助、「冬の農業」産地拡大施設事業補助　他）

●林業費 2,361万５千円
（機構造林受託事業費、森林整備地域活動支援事業費、造林費他）

●農林開発総務費 2,013万９千円
（農業集落排水会計への繰出し　他）

●小学校費
（戸来小学校校舎屋根塗装工事、維持管理経費他）

（維持管理経費他）

3,905万５千円

●中学校費 2,747万５千円

●奨学金貸付金 1,212万円
●社会教育費
（公民館等維持管理経費、各種学級講座開設費他）

1,254万４千円

●保健体育費 749万９千円

●元金償還金
５億1,769万７千円

●利子償還金等
 1億7,611万１千円

　
平
成
19
年
度
の
各
会
計
決
算
が
、

平
成
20
年
９
月
の
新
郷
村
議
会
定

例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
は
、
私
た
ち
の
納
め
た
税

金
や
国
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
お

金
が
ど
ん
な
仕
事
に
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の

よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
を
知

る
、
い
わ
ば
村
の
家
計
簿
と
も
い

え
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

は
、
歳
入
が
前
年
度
よ
り
５
億
６
千

９
６
１
万
円
減
額
の
25
億
４
千
５
０

３
万
４
千
円
。

　
歳
出
が
前
年
度
よ
り
５
億
６
千
２

４
０
万
９
千
円
減
額
の
24
億
７
千
91

万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
７
千
４
１
１
万

８
千
円
の
う
ち
、
平
成
20
年
度
へ
の

繰
越
金
は
３
千
38
万
円
で
、
残
り
の

４
千
３
７
３
万
８
千
円
は
、
地
方
自

治
法
第
２
３
３
条
の
２
の
規
定
に
よ

り
基
金
に
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

特別会計名 歳　　入

５億
5,211万８千円

４億
6,200万円

4,011万８千円

１億
1,811万円

１億
1,811万円

０千円

4,513万７千円 4,470万４千円 43万３千円

３億
8,233万１千円

３億
8,233万１千円

０千円

１億
8,742万３千円

１億
8,733万２千円

９万１千円

0千円 0千円 0千円

3,972万円 3,961万７千円 10万３千円

４億
5,151万１千円

３億
6,614万１千円

3,537万円

歳　　出 歳入歳出差引額

（十和田地区環境整備組合負担金
（し尿処理）、十和田地域広域整
　備組合負担金（ゴミ処理）他）

（議会費・災害復旧費）
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２４億７,０９１万６千円
平成 19年度 一般会計決算額

２４億７,０９１万６千円

国民健康
保　　険

国民健康
保険診療所

簡易水道

老人保健

特定環境
保全公共
下 水 道

公共用地
先行取得
事　　業

農業集落
排水事業

介護保険

平成19年度　特別会計　決算

平成19年度決算額　24億7,091万６千円

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

公　債　費

そ　の　他

３億3,573万６千円

４億6,188万６千円

１億9,896万７千円

２億7,559万３千円

１億7,087万７千円

１億3,423万６千円

１億8,742万８千円

１億9,338万２千円

５億8,380万８千円

１億1,900万３千円

歳 出

総 務 費 ３億3,573万６千円

消 防 費
8,742万８千円

土 木 費
１億3,423万６千円

商 工 費
１億7,087万７千円

衛 生 費
１億896万７千円

●老人保健対策費

（癌検診委託料　他）
1,141万２千円

●環境衛生費
2,304万８千円

●老人医療対策費

（老人保健特別会計へ繰出し他）
4,422万３千円

●簡易水道及び飲料水総務費
（簡易水道特別会計へ繰出し他）

1,153万９千円

13.6％

18.7％

4.4％

11.2％

6.9％

5.4％

3.6％

23.6％

4.8％

●企画振興費 6,512万８千円
（路線バス運行業務委託及びバス路線維持費補助、八戸地域広域負担金、頑張る地方応援推進費他）

●選挙費
（県議会議員一般選挙費、県知事選挙費、参議院議員選挙費他）

●財産管理費 2,443万４千円
●文書広報費 368万４千円
●徴税費 4,892万６千円
●戸籍住民登録費 1,124万円

1,838万１千円

●観光総務費
3,518万円

●商工総務費
9,017万円

●温泉事業管理運営費
4,333万１千円

（間木ノ平グリ－ンパ－ク
管理委託料、地域商工業
振興事業補助　他）

●特定環境保全公共下水道
　特別会計へ

6,260万円
●除雪対策費（村道及び公共施設除雪）   

1,354万２千円
●車輌維持費 1,141万２千円

●急傾斜地崩壊対策負担金
（金ヶ沢地区）   

400万円
●住宅管理費1,764万４千円

●非常備消防費
2,181万円

●八戸地域広域市町村圏
　事務組合負担金

6,200万６千円

7.8％

一
般
会
計

平成19年度決算額　25億4,503万４千円 歳 入

地方交付税 15億5,971万円

国・県支出金 ２億3,578万６千円

村　　　税 １億8,281万９千円

村　　　債 １億1,540万円

そ　の　他 ４億5,131万９千円

民 生 費 ４億6,188万６千円

農林水産業費 ２億7,559万３千円

教 育 費
１億9,338万２千円

公 債 費
５億8,380万８千円

そ の 他
１億1,900万３千円

●議会費
6,446万９千円

●災害復旧費
5,453万４千円

61.3％

9.3％

7.2％

4.5％

17.7％

●社会福祉総務費 １億2,948万８千円
（三戸郡福祉事務組合負担金、介護保険会計へ繰出し、村社会福祉協議会補助　他）

●老人福祉費 1,331万８千円
（養護老人ﾎｰﾑ措置費、ほのぼのコミュニティ21推進事業委託他）

●障害者福祉費 4,621万９千円
（自立支援給付費、重度心身障害者医療費給付　他）

●住民福祉費 １億1,724万９千円
（国保会計、診療所会計へ繰出し　他）

（保育所運営費、児童手当給付他、学童保育費　他）
●児童福祉費 １億2,347万２千円

●農業奨励費 690万６千円
947万４千円

●五戸台地管理事業費 5,045万８千円
●中山間直接支払事業費

●農業振興対策費（堆肥供給センター堆肥舎建築工事他）

4,935万２千円
●畜産事業費・放牧事業費 2,759万８千円
●有機資源センター新郷管理運営費 2,631万７千円

（有機資源活用促進事業補助、良質米生産対策補助、「冬の農業」産地拡大施設事業補助　他）

●林業費 2,361万５千円
（機構造林受託事業費、森林整備地域活動支援事業費、造林費他）

●農林開発総務費 2,013万９千円
（農業集落排水会計への繰出し　他）

●小学校費
（戸来小学校校舎屋根塗装工事、維持管理経費他）

（維持管理経費他）

3,905万５千円

●中学校費 2,747万５千円

●奨学金貸付金 1,212万円
●社会教育費
（公民館等維持管理経費、各種学級講座開設費他）

1,254万４千円

●保健体育費 749万９千円

●元金償還金
５億1,769万７千円

●利子償還金等
 1億7,611万１千円

　
平
成
19
年
度
の
各
会
計
決
算
が
、

平
成
20
年
９
月
の
新
郷
村
議
会
定

例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
は
、
私
た
ち
の
納
め
た
税

金
や
国
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
お

金
が
ど
ん
な
仕
事
に
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の

よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
を
知

る
、
い
わ
ば
村
の
家
計
簿
と
も
い

え
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

は
、
歳
入
が
前
年
度
よ
り
５
億
６
千

９
６
１
万
円
減
額
の
25
億
４
千
５
０

３
万
４
千
円
。

　
歳
出
が
前
年
度
よ
り
５
億
６
千
２

４
０
万
９
千
円
減
額
の
24
億
７
千
91

万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
７
千
４
１
１
万

８
千
円
の
う
ち
、
平
成
20
年
度
へ
の

繰
越
金
は
３
千
38
万
円
で
、
残
り
の

４
千
３
７
３
万
８
千
円
は
、
地
方
自

治
法
第
２
３
３
条
の
２
の
規
定
に
よ

り
基
金
に
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

特別会計名 歳　　入

５億
5,211万８千円

４億
6,200万円

4,011万８千円

１億
1,811万円

１億
1,811万円

０千円

4,513万７千円 4,470万４千円 43万３千円

３億
8,233万１千円

３億
8,233万１千円

０千円

１億
8,742万３千円

１億
8,733万２千円

９万１千円

0千円 0千円 0千円

3,972万円 3,961万７千円 10万３千円

４億
5,151万１千円

３億
6,614万１千円

3,537万円

歳　　出 歳入歳出差引額

（十和田地区環境整備組合負担金
（し尿処理）、十和田地域広域整
　備組合負担金（ゴミ処理）他）

（議会費・災害復旧費）
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ヤ ク ザ ゼ ロ

ナ ニ サ ヤ ク ザ ゼ ロ

受 付 月 日
１１月１１日（火）
１１月１２日（水）
１１月１３日（木）

対 象 地 区
西 越 地 区
南 川 目 地 区
北 川 目 地 区

会　　　　場
西 越 地 区 公 民 館

山村開発センター２階和室

早期水洗化にご協力をお願いします

平成21年に使用する農業用免税軽油の交付申請受付について
１．日　程　（受付時間はいずれも午前９時～午後４時）

２．申請に必要なもの

新 規（新たに申請する人、使用機械・申請者に変更のある人）
・使用機械販売（譲渡）証明書（耕作者が親から子へ変更になった場合は、前年度の使用者証

があれば住民票もしくは保険証のコピーでも可）　・県証紙４００円（役場で用意）
更 新（免税軽油使用者証の裏についてあるハンコが２つの人）　
　　　　・免税軽油使用者証　・県証紙４００円（役場で用意）
継 続（免税軽油使用者証の裏についているハンコが１つの人）　・免税軽油使用者証

すべての申請者は、印鑑・切手４４０円（役場で用意）・耕作証明書（３００円）が必要です
問い合わせ先　役場産業建設課産業グループ　TEL７８－２１１１　内線３０４

お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い
●暴力団等から不当な要求を受けていませんか？
●暴力団をやめたいと思っていませんか？
●暴力団に勧誘されて困っていませんか？
財団法人暴力追放青森県民会議の専用相談電話へ気軽に電話をかけてください。
【専用相談電話】　電話　フリーアクセス　0800－800－8930
　　　　　　　　　　　　または　　　　　017－723－8930
　　　　　　　　　　　　メールアドレス　botui-ao@minos.ocn.ne.jp
◇相談は無料で、秘密を厳守いたします。
◇暴力追放相談員が常駐し、皆さんからの相談に応じております。
◇相談は電話でも行っています。
◇相談時間は毎週月曜日から金曜日（休・祝日を除く）午前８時３０分～午後５時。
◇メールによる相談は「住所、氏名、電話番号」をお知らせください。回答は電話でいたします。
■問い合わせ先　財団法人暴力追放青森県民会議　TEL017－723－6250　FAX017－723－8931

  水洗化工事はおすみですか？
　下水道が整備された地区では、トイレや台所の水を
下水道に流すための排水設備を設置しなければなりま
せん。（下水道法第１０条）
　くみ取り式はもちろんのこと、浄化槽を設置してい
る場合でもトイレ以外の水は汚れたまま水路や川へ流
されています。すみやかに浄化槽を廃止して排水設備
工事をしてください。

快適なトイレはいかがですか？
　温水・暖房機能はもちろん、手すり・背もたれ・立ち上がりを補助する
リフト機能付までさまざまなトイレが販売されています。これから寒い時
期になります。高齢化が進む今、病気の予防や体の負担軽減のためにも、
快適なトイレ空間づくりを是非ご検討ください。
※水洗化の相談や工事は、村の指定排水設備工事店まで依頼してください。
　■問い合わせ先　産業建設課建設グループ　TEL７８－２１１１内線４０２
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　三戸郡福祉事務組合では次のとおり職員を
募集しています。
【職種、採用予定人員】  知的障害者施設の看護師１名
【採用予定日】　平成２１年４月１日
【受 験 資 格】
　次の要件を全て満たす人
（１）昭和４８年４月２日以降に生まれた人
（２）看護師免許を有する人
　　（平成２１年６月までに取得見込含む）
【受 付 期 間】
　平成２０年１１月１３日～１２月２日まで
（土・日・祝日除く）
【試験の内容】
　○日　　時　平成２０年１２月１１日（木）
　○場　　所　やまばと寮
　○試験科目　論文・面接
■詳しくは…
　三戸郡福祉事務組合事務局（やまばと寮内）
　三戸郡五戸町大字倉石中市字小渡８８－２
　TEL０１７８－７７－３３１１

職 員 募 集 ！
　青森地方法務局八戸支局では次の通り２つの
相談所を開設します。いずれも相談は無料で、
秘密は守られます。お気軽にご相談ください。
【女性のための相談所】
開 催 日　平成２０年１１月２２日（土）
　　　　　午前１０時～午後５時
場　　所　五戸町立公民館　五戸町下モ沢向８－２
相談内容　女性に対するあらゆる人権侵害
　　　　　（セクハラ、ＤＶ、ストーカーなど）
【法務局なんでも相談所】
開 催 日　平成２０年１１月２９日（土）
　　　　　午前１０時～午後４時
場　　所　青森地方法務局八戸支局　地下会議室
　　　　　八戸市根城９丁目１３－９
相談内容　土地・建物の登記、土地の境界争い、

国際結婚、家賃等の供託、借地・借家、
近所等のトラブル、セクシャルハラスメ
ント、子どものいじめや体罰問題など

■問い合わせ先　青森地方法務局八戸支局総務課
　　　　　　　　TEL０１７８－２４－３３４６

相談所の開設のお知らせ

　１１月１１日（火）から１７日（月）までは
「税を考える週間」です。
　国を支える税について、その仕組みや役割など
について理解を深めていただき、税について考え
ていただこうというもので、本年度は「ＩＴ化・
国際化と税」をテーマに情報を提供するとともに、
「国税電子申告・納税システム【イータックス
（e‐Tax）】の利用促進及び周知」を重点に
お知らせします。
　期間中は、国税庁ホームページ（http://www.
nta.go.jp）に特集コーナーを開設するほか、テレ
ビ・新聞などでお知らせする予定です。

【平成２０年分年末調整説明会】
日時・場所
○１１月１７日（月）　①午前１０時～　②午後２時～
　　　　　　　　　　八戸市公民館
○１１月１８日（火）　午前１０時～
　　　　　　　　　　八戸市公民館
○１１月２０日（木）　午後２時～
　　　　　　　　　　三戸町環境改善センター
○１１月２１日（金）　午後２時～
　　　　　　　　　　五戸町立公民館
対象　八戸税務署管内市町村の源泉徴収義務者

（青色個人事業者を除く）。上記の期間い
ずれの会場に出席いただいても結構です。

■問い合わせ先  八戸税務署  TEL０１７８－４３－０１４１

八戸税務署からお知らせ

○来年の５月２１日から裁判員制度が始まります。裁判員裁判の実施に
　向けて、全国の地方裁判所では、本年１０月下旬から１１月上旬ころま

での間に翌年分の裁判員候補者名簿を作成します。
○裁判員候補者名簿に載った方には、本年１１月下旬から１２月上旬ころ

までの間に、名簿に記載されたことの通知（名簿記載通知）をお送り
します。この通知は、翌年、裁判員を選任するための手続を行う期日
に裁判所にお越しいただくためのお知らせ（呼出状）が届く可能性が
あることを事前にお伝えし、あらかじめ心づもりをしていただくため
にお送りするものです。

○裁判員候補者名簿に載った方には、この名簿記載通知のほか、調査票
をお送りします。調査票は、できるだけ早期に裁判員になることが
できない事情等をお尋ねすることにより、無用に裁判所にお越しいた
だくことを避け、裁判員候補者の方々の御負担を軽減するためのもの
です。御記入・御返送につき御協力ください。

■問い合わせ先　青森地方裁判所事務局　TEL０１７－７２２－５３５１

裁 判 員 制 度

～検針業務にご協力を～
　安全に検診するため、
メーターの位置から離
れた場所に犬を繋いで
いただきますようお願
いいたします。
　また、鎖の長さやゆ
るみ等の確認もお願い
いたします。
■問い合わせ先
　東北電力㈱
　八戸営業所料金課
　TEL０１７８
　　　４３－５６２４

愛犬家の
みなさまへ

～初めての名簿記載通知を目前に控えて～
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いきいきシルバー交通安全協調月間
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＊
＊
＊
＊

平成20年県内の交通事故概況 青森県交通対策協議会20.９.30現在

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

毎月１日は「県民交通安全の日」  １５日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加　わたしもやります  “交通安全”

死
者
の
状
態

発
生

死
者

傷
者

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 ８人  （±  ０）

２８人  （－１４）

２０人  （－１３）

１２人  （＋  １）

６人  （＋  ４）

高齢者の死者 ～65歳以上の人～

自動車乗車中の死者

非 着 用 死 者

着 用 し て い れ ば 助 か っ た と 思 わ れ る 人

９　月　中

５３９件
（－  １１）

５人
（－　６）

６６４人
（－  １７）

９月末累計

４，６５３件
（－２６２）

５１人
（－  ２０）
５，７９３人

（－４７３）

いきいきシルバー交通安全協調月間
 運 動 の 期 間
平成20年11月１日（土）～11月30日（日）までの１ヵ月間

 運 動 の 目 的
　この時期は、日没が早く、夕暮れから夜間にかけて
高齢者の交通事故が多発する傾向にあることから、県民
一人ひとりに高齢者を交通事故から守る交通安全思想の
普及・浸透を図るとともに、高齢者自らが交通ルールの
遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけ、高齢者の
交通事故を防止することを目的とします。

 運 動 の 重 点
１．高齢者の交通安全に関する県民の意識啓発
２．高齢者に対する交通安全教育の推進
３．高齢歩行者の交通事故防止

県民総ぐるみで交通事故を防止しましょう。

子育て家庭を
応援する

　平成２０年１０月、国民
生活金融公庫、農林漁業金
融公庫、中小企業金融公庫
及び国際協力銀行（国際金
融部門）が統合し、日本政
策金融公庫となりました。
今まで国民生活金融公庫が
行っていた小企業への小口
融資や創業支援などの事業
資金融資、国の教育ローン
（ご融資の対象となる方の
範囲は縮小されます。）等
は引続き日本政策金融公庫
八戸支店国民生活事業で
取扱いを行っております。
　お早めのご相談をお待ち
しております。

■問い合わせ先
　日本政策金融公庫
　八戸支店国民生活事業
　TEL０１７８－２２－６２７４

　この事業は、妊婦さんや１８歳未満のお子さんがいる子育て家庭を応援するも
のです。「子育て応援わくわく店」に子ども連れで行くと、商品の割引やベビー
ベッドの設置など、それぞれのお店が考え提供するいろいろなサービス・特典
が受けられます。

　「子育て応援わくわく店」には、次の２種類があります。

　　　　　　　：割引や特典等のサービスを提供する店舗等です。

　　　　　　　：ベビーベッド・授乳室・プレイルームの設置等、お出かけしや
　　　　　　　　すい環境などに配慮したサービスを提供する店舗等です。

■妊婦さんや子育て家庭の皆様へ■
　にこにこ店での料金割引サービス等には、ホームページ、ＰＲチラシ等について
いるクーポン券が必要です。また、クーポン券は携帯電話に表示されるクーポン画
像の提示でもサービスが受けられます。（ほのぼの店のサービスにはクーポン券は
不要です。）協賛店とそのサービス内容はホームページで検索することができます。

◆ホームページアドレス　http://www.apio.pref.aomori.jp/kodomo/wakuwaku/

◆クーポン券の携帯電話画像表示のアドレス
　http://www.apio.pref.aomori.jp/kodomo/wakuwaku/image/coupon.gif

■お店の方へ■
　この事業に協賛していただける小売店、飲食店、その他サービス業の方等
を募集しています。登録は無料です。詳細は、事務局「青森県子ども家庭
支援センター」までお問い合わせください。

■問い合わせ先■　青森県子ども家庭支援センター　　TEL０１７－７２２－５１７５
　　　　　　　　　青森県健康福祉部こどもみらい課　TEL０１７－７３４－９３０２

◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

　消防本部の通信指令室には平成１９年中に
１４，５７５件の１１９番通報がありました。そのう
ち３，４０８件がまちがい・いたずら・問い合わせ
等です。
　正しい１１９番通報が災害を最小限にくい止め
る第一歩です。
　火災・救急・救助などの１１９番通報時は係員
の問いかけに簡潔に答えるようお願いします。

◎１１９番通報の注意点
△「火事」か「救急」かの区別をはっきりと言う。
△落ち着いて住所（場所）、付近の目標を伝える。
△「火事」または「救急」の内容を簡単に知らせる。
△あなたの名前と、通話している電話番号を教える。

※救急車が到着するまで
の間に応急手当につい
てアドバイスを行う時
もありますので、落ち
着いて会話するように
お願いします。

※消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所
TEL７８－２１１９まで

あおもり子育て応援わくわく店事業 年末事業資金・教育資金の
申 し 込 み ・ 相 談 受 付 中
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　10月19日、村体育協会では第40回村民登山
を行い、岩木山山頂（1,625ｍ）をめざしました。
秋晴れのなか、八合目登山口を出発した小学
生10名、大人15名はおよそ１時間30分後、
全員が登頂を果たしました。

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

戸
来
保
育
園
の
部

179小坂　高義くん（５才）

はちのへのさっかーたいかいにみんな
でいったよ。ほかのほいくえんのおとも
だちがたくさんいて、すごくきんちょうし
たけど、いっしょうけんめいぼーるをけり
ました。たくさんかててうれしかったな。

長峯　源くん（５才）

えんそくでたんけんしたとき、ひびきく
んのおにわにいったよ。えほんにで
てくるようないろりがあって、そこでみ
んなといっしょにあたたまりました。ぼ
くのおうちにもいろりほしいなあ…。

長峯　魁くん（５才）

すこしおてんきがわるかったけど、みんなでえんそ
くにいきました。おてらにいってえんまだいおうさ
まをみて、ちょっぴりこわかったです。そのあとほそ
かわひびきくんのおうちのおにわにいっていろん
なものをみせてもらいました。たのしかったです。

なが みね かい

下栃棚　愛実さん（４才）

みんなでえんそくにいったよ。ひびきくん
のおにわにいしやきがたくさんあって、と
ってもきれいだった。こんどみんなであ
そびにいきたいな。ほいくえんでたべた
おひるごはんもとってもおいしかったよ。

しも まな みとちたなこ さか たかなが みね げん よし

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり　を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　

有機資源センター新郷　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５

営 業 時 間　午前９時～午後４時
（休日：毎週月曜日、年末年始）

25名が元気に登頂！25名が元気に登頂！25名が元気に登頂！

人の動 き

男　1,535人（－３人）
女　1,630人（－３人）
計　3,165人（－６人）

世帯数967世帯（±０世帯）
（平成20年９月30日現在）

25名が元気に登頂！
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むらのガイド
平成20年 霜 月

トパーズ（黄玉）
― 友情・希望 ―

燃えるゴミ収集日

［家庭ゴミの出し方］を参考にしてゴミを出しましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TEL 61－7555

新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

誕 生 石11
2008　OCTOBER

日 月 火 水 木

5

1211

大学・地域連携セミナー
「遺伝子からガンをみる」
人権相談

3 42 6
資源ゴミ（ペットボトル
等２品目）収集日

第51回新郷村文化祭
（～２日）

第11回五戸地方農産物
品評会　　　（～３日）

13
資源ゴミ（缶・新聞等
５品目）収集日

不用犬引取り
交通安全祈願祭

16 17 18 19

第350回子ども会親子早
起き掃除及び再利用資源
回収

新郷温泉館休館日
就学児健診

新郷温泉館休館日
ポリオ予防接種 ※2

交通安全ゲートボール大会

20 21

14

7 8

1

15
心の健康づくり教室 ※1

粗大ゴミ処理券受付開始
（～13日）

診療所特定健診
（～ ８ 日）

農業用免税軽油受付
（～13日）

診療所特定健診
（～29日）

勤労感謝の日 振替休日 行政相談

23 24 25 26 27

資源ゴミ（ビン・ペット
ボトル等２品目）収集日

粗大ゴミ収集日
診療所特定健診

（～22日）

28

22

29

30

9

文化の日

燃えないゴミ収集日 どよう塾
「パントマイムショー」

10

金 土

しもつき
November

※１　13：45～16：00　総合福祉センター
※２　13：00～13：30受付　13：30～接種　診療所 この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています
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